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　ナレズシとは何か
　今日お越しの皆さまはご存知かと思
いますが、鳥取県智頭町の特産品には
サバの糀漬けがあります。このような
食品をナレズシと呼んでいます。
　ではナレズシとは何かというと魚と
塩とデンプンを乳酸発酵したもので、
一般にいうスシとは違うものとして、
ナレズシと呼んでいます。
　魚と塩だけで作られたものは塩辛と
か魚醤などがありますが、これにデン
プンを混ぜたものがナレズシで、一般
には米を混ぜることが多いのですが、
滋賀県にはこのナレズシのひとつとし
てフナを使ったふなずしがあります。

　琵琶湖、ふなずしとは？
　滋賀県は面積の 6 分の 1 が琵琶湖
で、琵琶湖の南湖岸には私が仕事をし
ている滋賀県立琵琶湖博物館がありま
す。私の専門は歴史学で、古文書を読
み解きながら自然と人間の関係がどう
変化して来たのかを研究しているので
すが、研究しているうちにふなずしに
突き当たりました。滋賀県の隣りには
京都があるため、古くから琵琶湖と人
との関わりが深く、ふなずしのことが
書かれた古文書もあったわけです。
　さて、琵琶湖は日本一大きな湖です
が、実は 400 万年もの歴史を持つ古

獲ったフナのウロコや内臓を取り、ま
るごと 1 匹を塩漬け（塩切り）します。
そして約 100 日後の夏の暑い時期に
飯漬け（米に漬ける）にします。飯漬
けの時は、まず塩漬けしたフナをササ
ラやたわしで洗い、干して水を切って
から、ご飯をエラや口からも詰めて、
桶に並べてご飯に漬け込みます。
　最後に藁縄、またはビニールロープ
で編んだ縄などを内周に置き、中蓋を
敷いて重しを載せます。そしてさらに
100 日ほどすれば食べることが出来
ます。
　なお、重しを載せた後に空気を遮断
するため、水を張るのが従来からの方
法ですが、20 年ほど前から桶に市販
の漬物袋を入れて、空気を遮断する、
誰でも失敗しない水なし漬けの方法も
広がってきています。　
　また県職員も各家庭でふなずしを漬
けて、毎年ふなずしの品評会を開催し
ています。
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くからある湖、古代湖です。また琵琶
湖にしか棲んでいない魚（琵琶湖固有
種、琵琶湖固有亜種）が 16 種もおり、
たとえば巨大な魚ではビワコオオナマ
ズがいますが、ホンモロコやビワマス
など、とてもおいしい魚がいます。そ
してニゴロブナというフナもいます。
　琵琶湖にはニゴロブナ、ゲンゴロウ
ブナ、ギンブナの 3 種類のフナが生
息していますが、ふなずしにはニゴロ
ブナが一番多く用いられ、なかでも子
持ちブナが一番人気です。
　ニゴロブナは普段は沖合の深いとこ
ろに棲んでいますが、4 月から 6 月に
なると湖岸に近寄ってきて、雨が降っ
て増水した時に湖辺の小さな湖（内湖）
や田んぼに遡上し、そこで産卵して、
また琵琶湖に戻っていきます。
　そしてこのニゴロブナを使った調理
法のひとつがふなずしです。

　ふなずしの作り方
　ふなずしの一般的な作り方は春に

滋賀県立琵琶湖博物館専門学芸員・橋本道範一

【再考ふなずしの歴史】橋本道範編著／
2016年6月、サンライズ出版発行／ISBNコ
ード 978-4-88325-594-8／税込価格2,916円

「ふなずし」研究のこれまでとこれから

▼▽▼
■ 第30回地方出版文化功労賞　奨励賞受賞

『再考 ふなずしの歴史』受賞記念講演

昨年10月29日、「ブックイ
ンとっとり2017」で開催さ
れた、橋本道範氏の講演録
を掲載します。

講演者の橋本道範氏
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たな研究者や従来の通説を書かれた石
毛直道先生にもご参加いただき、公開
座談会をしました。
　その結果を纏めたのが今回の『再考 
ふなずしの歴史』です。この本は人類
学、歴史学、民俗学、栄養化学など様々
な分野の執筆者12名が執筆しており、
これまでスシの最も古い形態と語られ
ていた滋賀県のふなずしの歴史をくつ
がえし、ふなずしは琵琶湖地域独自に
発展した文化であったということを論
証できたと思っております。
　また石毛先生には序文を書いていた
だき、「日本のナレズシ研究の決定版」
というお墨付きをいただきました。

　ふなずしの多様性
　実は調べてゆくと今のふなずしもか
つてのふなずしもいろんなバリエー
ションがあるということがわかってき
ました。たとえば漁師、農家、商売人
ではふなずしの漬け方が違うし、漁師
さんを対象にしたアンケートでも塩の
量や飯漬けの時期も一様ではありませ
んでした。
　また漬ける期間もある貴族の日記に
は半月とあり、また司馬江漢は滋賀県
日野町で 3 年物のふなずしを食べた
という記録があります。
また蕪村の「鮒鮓の便りも遠き夏野か
な」のように俳句ではふなずしの季語
が夏であることもあきらかになりまし
た。
　ふなずしは古くから木の結桶で漬け
られていたといいますが、結桶が出来
たのは室町時代以降のことです。では
それ以前のふなずしの入れ物は何だっ
たのかというと、恐らく土器だと思う
のですが、それならば、風味も今とは
異なっていたのではないかということ
も提起しました。
　そこで、現時点での結論としては、
ふなずしは恐らく江戸時代になってか
ら、近江の人たちが結桶を利用して発
酵に工夫を重ねて独自に発達させたブ
ランド品であり、過去も現在も多様に
工夫されている琵琶湖地域独自の文化
であると主張したのが、この本であり
ます。
　琵琶湖は固有の環境と固有の文化を

　ふなずしはいつから作られたのか
　現在のように冷蔵庫のない時代、魚
を保存するには塩で漬ける、乾かす、
火であぶるなどの他に発酵という方法
が用いられました。
　ではこのふなずしはいつ頃から作ら
れていたのでしょうか。最初の記録と
しては平城宮から出土した木簡に書か
れたものがあります。これまでは篠田
統さんが『すしの本』で滋賀県のナレ
ズシ（ふなずし）がすし類のいわば出
発点であると評価され、巻きずしやチ
ラシ寿司などのルーツを辿るとふなず
しに行き当たると考えられていまし
た。また石毛直道さんも古代のなれず
しの漬け方が現代まで継承されている
例として琵琶湖のふなずしを挙げてお
られました。

　ふなずしはスシの原型ではない
　ところが 1993 年、日比野光敏さん
がふなずしはスシの原型ではないとい
う論文を書かれました。その根拠のひ
とつとして、江戸時代の料理書にはフ
ナは寒の内、つまり寒い時期に漬ける
ということに着目されました。
現在、ふなずしは子持ちブナを春に獲
り、夏場の暑い時に飯漬けし、発酵を
促進させるというのが一般的な漬け方
です。つまり今食べられているふなず
しは、スシの原型ではないというので
す。

　フォーラム、座談会で議論
　そこで、この論文がきっかけとな
り、いろんな議論が巻き起こったので
すが、それならばみんなで集まってそ
こで話そうということになり、＜湖上
フォーラム　みんなで語る「ふなず
し」の歴史＞を開催することになりま
した。
　会場は琵琶湖汽船ビアンカの船上、
地酒 10 種飲み放題、ふなずしを始め
とする湖魚料理食べ放題で６名の研究
者達が議論しました。
　しかし、１回だけでは結論が出ない
ということで、１年後に＜公開座談会

「ふなずし」の歴史が変わる＞を開催
しました。前回のメンバーに加え、新

持っています。それこそが琵琶湖の世
界的価値でもあります。

　ふなずし研究とこれからの地域博物館
　ふなずしの研究はこれで終わりでは
ありません。今のふなずしと昔のふな
ずし、これを私は「古ふなずし」と呼
んでいるのですが、実はどのように
違っているのかを実験し、科学的な
データを取って明らかにしたいと思っ
ています。
　またなぜふなずし漬けが今も引き継
がれているのかということについて
は、どうやら滋賀県民、特に 50 代以
上の男性は漬け方にこだわりを持って
いるようです。滋賀県の調査では県民
の 77％の人がふなずしを食べたこと
があるとのことですが、是非とも県民
の方と参加型で「私のふなずし自慢」
の調査をしてみたいと思っています。
　最後に私の勤務している琵琶湖博物
館は地域博物館であり、地域の人と一
緒に歩むというスタンスを持っていま
す。地域の文化を博物館の研究によっ
て世界に発信するということは最も大
事な役割でありますが、地域の人が何
かをしようとしている時、お役に立つ
こと、応援することも地域博物館の使
命であります。
　今回「奨励賞」をいただいたという
ことは、つまりもっとがんばれ、これ
からもがんばれということだと思いま
す。この受賞を契機に、さらに多くの
皆さんと今のふなずしと古ふなずしは
どう違うのかを考えたり、それぞれの
こだわり自慢を掘り起こしたりするこ
とによって、ふなずしの地域文化を伝
えていくお手伝いができれば、これに
優る喜びはありません。
　なお琵琶湖博物館には、水族展示の
なかに魚屋さんコーナーもあり、その
一角にはふなずしのにおいを嗅ぐこと
ができるコーナーを作っております。
お近くにお越しの節は琵琶湖博物館へ
も是非お立ち寄りください。

＊
（文責：サンライズ出版　岩根治美）

『再考 ふなずしの歴史』受賞記念講演
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新刊ダイジェスト
※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

　21 世紀初頭、我が国で「クール・ジャパン」
という言葉が盛んに使われ、内閣に戦略担当大
臣まで置かれた。これは、「クール・ブリタニア」
の受け売りだという。
　その英国で、衰退し手に負えない状態にあった
芸術と文化遺産を、政府のシステムに統合する政
治主導の文化政策を打ち出したのは 1997 年のブ
レア政権である。政府機関アーツ・カウンシルを
設置し、芸術への支出を倍増、国立博物館、美術
館の入場料を全廃するなど文化インフラを整備、
振興した結果、2010 年にはクリエイティブ産業

がＧＤＰの 10％に寄与するまでになり、世界的
に見て最も成功した政策と評価された。「資本」
というからには蓄積と相続、何より再分配が必要
であるがどうであったのか、芸術における自由と
は何か、文化資本は社会資産として如何に位置づ
けられるものなのか。
　クリエイティブ・ブリティンの顛末を克明に検
証したもので、わが国の文化政策に照らし考えさ
せられるところが大きい。
◆ 2700 円・Ａ５判・323 頁・美学出版・東京・
2017/11 刊・ISBN9784902078480

『文化資本　－クリエイティブ・ブリテンの盛哀』●ロバート・ヒューイソン著／小林真理訳

　永遠に残るものはない。子どもの頃はなくな
るなんて想像もしなかった懐かしの我が家だっ
て、幼少期を過ごした思い出の学び舎だってい
つかは消えてしまうのだろう。
　本書は廃村研究をライフワークとする著者
が、関東の学校跡を有する廃村を巡った旅の記
録であり、人々が住んでいた頃の状況や現在の
風景を知れる資料集でもある。本書はこれまで
8 集編纂されているが、9 集はよりカラーぺー
ジが増量。現地の状況がより色濃く感じられる
一冊となっている。そこに写る廃村の姿は、ど

こか寂しげであり、どこかおだやかにも見える。
私たち人間にとっては人の営みがなくなれば廃
村だが、そこに住む動植物にとって人間の住む
生活こそが本来の姿を失った廃村だ。そう考え
本書を見返すと、その風景はもう一度自分たち
の世界を取り戻そうと必死に生きる自然の姿の
ように感じられる。朽ちた人間の文明と再生す
る自然、その融合こそが廃村の持つ不思議な魅
力なのかもしれない。
◆ 1620 円・Ｂ５判・99 頁・ＨＥＹＡＮＥＫＯ・
埼玉・2017/9 刊・ISBN9784990347598

『廃村と過疎の風景９　－廃校廃村を訪ねて１　関東』●浅原昭生著

　まず凝った装丁とツカ幅の厚さ、高めの価格
設定に驚かされる。少々たじろぐ方もいるかも
しれない。しかし扉を開けると、それに見合っ
て余りある地図と廃線の世界が広がっている。
北海道大学理学部（物理学）の名誉教授でもあ
る著者は、地図をテーマにしたエッセイの第一
人者で、卒寿を超えてからも月に一度のフィー
ルドワークを続けられた。まるで高級ウイスキ
ーのようなまろやかさは、著者と出版者の情熱
の重なりから醸し出されているのだろう。
　それにしても、稚内から網走まで、ほぼ途切

れずオホーツク海沿岸部に鉄路があったなん
て、宗谷本線や石北本線の存続が議論されてい
る今を思うと、夢のようなことだ。鉄路の歴史
を知るための資料としても逸品だが、決して難
しい専門書というわけではない。多くの地図と
廃線歩きの記録には、わびしさ、寂しさをはじ
め、のどかさ、驚き、さらには天気、寒暖、草
花や湖沼の色まで、その場を包む空気が凝縮さ
れている。
◆6480円・Ａ５判・443頁・亜璃西社・北海
道・2017/12刊・ISBN9784906740307

『北海道地図の中の廃線　－旧国鉄の廃線跡を歩く追憶の旅』●堀　淳一著

　本書は、2016 年 9 月より翌年 3 月にかけて
下野新聞の土曜日の紙面に連載したものが元に
なっている。一見、足利氏ゆかりの名所旧跡を
地元出版社が紹介する観光ガイドの類かと思い
きや、然にはあらず。同氏発祥の地・足利市以
外の京都・鎌倉・岡崎 ( 愛知県 )・太田 ( 群馬
県 )・古河 ( 茨城県 )・喜連川 ( 栃木県 ) などの
地域にも及んでおり、只のガイドものではない。
中身をみると、「騎馬武者像」＝尊氏否定説や、
義満の「七重大塔」など最新学説を紹介。マス
コミ界を賑わした二体の運慶作大日如来像のエ

ピソードなど興味尽きない話が盛り沢山。さら
に峰岸純夫氏、清水克行氏という重鎮あるいは
気鋭の中世史家をはじめ、各方面の専門家から
のコメントも随時載せているという新聞論説な
らではの質の高さ。中世史研究の最新の学説を
コンパクトに知ることができる。10 年前の京
都「時代祭」に「室町幕府執政列」として初参
加。逆賊・尊氏から英雄・尊氏へと転換した象
徴的な出来事だ。
◆ 1620 円・四六判・203 頁・下野新聞社・栃木・
2017/12 刊・ISBN9784882866725

『下野国が生んだ足利氏』●下野新聞社編集局著
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◆ｆａｕｒａ　５８　大橋　弘一編　
Ａ４　80 頁　１０２８円　ナチュラ
リー　［北海道］　978-4-503-21349-5
　17/12
◆あおもり草子　Ｎｏ．２４８　佐
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978-4-503-21344-0　17/12
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奈川］　978-4-925212-69-4　17/12

◆ 調 査 情 報　 Ｎ ｏ． ５ ４ ０　
２０１８年１－２月号　岩城　浩幸
編　255mm × 160mm　108 頁　
７８９円　ＴＢＳテレビ　［東京］　
978-4-906908-69-1　18/01
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２０１８年２月号　石橋　勝利編　Ａ
４　128 頁　１８００円　アクシス　

［東京］　978-4-503-21357-0　18/02
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史 研 究 協 議 会 編　 Ａ ５　101 頁　
１ ２ ３ ４ 円　 岩 田 書 院　［ 東 京 ］　
978-4-87294-990-2　17/12
◆比較都市史研究　第３６巻　第２号
　比較都市史研究会編　Ｂ５　48 頁
　３２４０円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-21359-4　17/12
◆仏事　Ｎｏ．２０８　２０１８年
１月号　奥村　昇編　Ａ４　110 頁
　１６２０円　鎌倉新書　［東京］　
978-4-503-21353-2　18/01
◆月刊住職　Ｎｏ．２２９　２０１７
年１２月号　矢澤　澄道編　Ａ５　
203 頁　１４０４円　興山舎　［東京］
　978-4-908027-44-4　17/12
◆研究　子どもの文化　Ｎｏ．１９　
鈴木　孝子編　Ａ５　73 頁　１０８０
円　子どもの文化研究所　［東京］　

978-4-503-21336-5　17/11
◆ 子 ど も の 文 化　 Ｎ ｏ． ５ ６ １　
２０１８年１月号　片岡　輝編　Ａ５
　47 頁　３１３円　子どもの文化研
究所　［東京］　978-4-503-21358-7　
18/01
◆ 茶 道 の 研 究　 Ｎ ｏ． ７ ４ ５　
２０１７年１２月号　三徳庵編　Ａ５
　92 頁　５４０円　三徳庵　［東京］　
978-4-503-21339-6　17/12
◆ 茶 道 の 研 究　 Ｎ ｏ． ７ ４ ６　
２０１８年１月号　三徳庵編　Ａ５　
90 頁　５４０円　三徳庵　［東京］　
978-4-503-21361-7　18/01
◆ 東 京 か わ ら 版　 Ｎ ｏ． ５ ３ ２　
２ ０ １ ８ 年 １ 月 号　 佐 藤　 友 美 編
　204mm × 108mm　172 頁　
５００円　東京かわら版　［東京］　
978-4-503-21356-3　17/12
◆俳句四季　Ｎｏ．４８５　２０１８
年１月号　西井　洋子編　松尾　正光
編　Ｂ５　160 頁　９３０円　東京四
季出版　［東京］　978-4-503-21350-1
　17/12
◆ み ん な の 図 書 館　 Ｎ ｏ． ４ ８ ９
　 ２ ０ １ ８ 年 １ 月 号　 図 書 館 問 題
研 究 会 編　 Ａ ５　80 頁　 ８ １ ０
円　 図 書 館 問 題 研 究 会　［ 東 京 ］　
978-4-503-21345-7　17/12
◆パズル通信ニコリ　Ｖｏｌ．１６１
　 ニ コ リ 編　247mm × 148mm　
122 頁　９０７円　ニコリ　［東京］　
978-4-89072-661-5　17/12
◆おりがみ　Ｎｏ．５１０　２０１８
年２月号　日本折紙協会編　Ａ４　51
頁　７８６円　日本折紙協会　［東京］
　978-4-86540-057-1　18/01
◆海運　Ｎｏ．１０８３　２０１７年
１２月号　日本海運集会所編　Ａ４　

ジャンル別
新刊案内

2017 年 12 月 1 日〜 31 日
流通センター着

※各ジャンル内での出版社名は
所在地の北から南の順に並んでいます。 価格は税込（消費税率 8％）表示です。

流通センター

　秋田とその北にある港町土崎。かつてこのふ
たつの町を結ぶ路面電車が走っていました。明
治期に馬車鉄道として開業し、1922 年からは
路面電車の運行を開始。1951 年には秋田駅前
～土崎間の全線が開通しています。文字通り市
民の足として走っていた秋田市電ですが、構造
上頻発運転が出来ず、またバスや国鉄との競争
やモータリゼーションの進展などにもついてい
けずに 1965 年限りで運行を終了、翌年廃止と
なりました。全線開業からわずか 14 年で役割
を終えた秋田市電は、残された記録も少なく、

人々の記憶からも消え去ろうとしていました。
そんななか秋田県立博物館が当時の写真と寄贈
史料を掘り起こし、秋田市電の展示を行いまし
た。本書はそれを凝縮した書籍版です。貴重な
写真の数々に晩年の市電の姿が懐かしい秋田の
風景と共に撮影されています。一瞬の光芒を放
ち時代の彼方に消えていった秋田市電ですが、
この本をきっかけにその歴史は再び語り継がれ
ていくことになるでしょう。
◆ 1944 円・210mmx148mm・114 頁・無明舎出版・
秋田・2017/10 刊・ISBN9784895446372

『写真帖　秋田の路面電車』●秋田県立博物館編
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［出荷センター扱い］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

郵便販売のご注文方法

地
方
・
小
出
版
物
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
綴
じ
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保
存
し
て
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。

(1)『東京の森のカフェ』1404 円・書肆侃侃房　(2)『屋根の上が好きな兄と私』
972 円・蒼丘書林　(3)『図書の修理とらの巻』1404 円・澪標　(4)『東都噺家
百傑伝』1500 円・東京かわら版　(5)『北前船寄港地ガイド』2052 円・無明舎
出版　(6)『三江線写真集』2160 円・今井出版　(7)『西郷どん！まるごと絵本』
1728 円・燦燦社　(8)『毒毒植物図鑑』1944 円・南方新社　(9)『死民と日常』
2484 円・弦書房　(10)『文学ムック　たべるのがおそい　Ｖｏｌ．４』1404 円・
書肆侃侃房　(11)『出版社のつくり方読本』1296 円・出版メディアパル　(12)

『集団就職』2160 円・弦書房　(13)『少年が来る』2700 円・クオン　(14)『日
本の海岸植物図鑑』12960 円・トンボ出版

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が 5,000 円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店　センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

［ジュンク堂書店池袋店　地方出版社の本—センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

(1)『昭和プロレスマガジン　４４』1000 円・昭和プロレス研究室　(2)『おす
すめ文庫王国２０１８』820 円・本の雑誌社　(3)『玄関の覗き穴から差してく
る光のように生まれたはずだ』1512 円・ナナロク社　(4)『本の雑誌　４１６号』
720 円・本の雑誌社　(5)『東京かわら版　１月号』500 円・東京かわら版　(6)『た
べるのがおそい　ｖｏｌ．４』1404 円・書肆侃侃房　(7)『下野国が生んだ足利氏』
1620 円・下野新聞社　(8)『奥多摩登山詳細図　東編』950 円・吉備人出版　(9)

『ニホンという滅び行く国に生まれた若い君たちへ』1620 円・白馬社　(10)『山
梨東部の山登山詳細図　東編』972 円・吉備人出版

(1)『篠ノ井線』1512 円・柏企画　(2)『下野国が生んだ足利氏』1620 円・下
野新聞社　(3)『あひる』1404 円・書肆侃侃房　(4)『北前船寄港地ガイド』
2052 円・無明舎出版　(5)『山梨東部の山登山詳細図（東編）権現山扇山円・
高柄山』　(6)『遅れ時計の詩人』2160 円・編集工房ノア　(7)『大航海時代の日
本美術』2200 円・忘羊社　(8)『桃谷容子全詩集』7560 円・編集工房ノア　(9)『琉
球菓子』2376 円・沖縄タイムス社　(10)『つまみ細工』2160 円・かりん舎

売 行 良 好 書
▼ 前号にてお知らせしましたように第
33 回梓会出版文化賞に石風社（福岡市）
が、同特別賞に無明舎出版（秋田市）
が選ばれ、先日 1 月 18 日、神楽坂の日
本出版クラブ会館にて贈呈式が行われ
ました。この時配布された「選考のこ
とば」が印象的でしたのでここに引用
させていただきます。「梓会出版文化賞
は、光の当たりにくい地方出版社を顕
彰したいという意識がもともと強いの
ですが、むろんそれだけが受賞理由で
はありません。出版社の多くは首都に
集中しています。選考委員も東京の会
社と仕事をする機会が多いわけですが、
近年は企画を提案しても『で、売れる
んですか？』みたいな話にすぐなる。
またそれかい。やれやれと思いつつ地
方出版社の出版リストを見ると、なか
なかいいんですね、これが。売れ行き
至上主義とはまた別の、出版文化に対
する静かだけれど熱い志が見える。『腰
を据えて本をつくってる感じがする』
…地方創生とか再生とかがしきりに叫
ばれる昨今ですが、石風社や無明舎の
ような会社こそが、じつは地域文化の
核なのではないか。その重要性は今後
ますます高まるように思います。」


